
開
に
よ
っ
て
興

醍
で
の
権
威
を

立成
を
著
わ
し
、

の薬売
ま
た
、
薬

郵
物
の
学
問
と

第2章

近
世
の
医
江
戸
時
代
を
迎
え
て
、
‐
日
本
の
医
学
・
薬
学
は
大
き
な
前
進
を
采
せ
た
。
中
国
の
医
薬
が
実
質
的
に
広
く
行
わ
れ
る

学
と
薬
学
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
医
者
（
儒
者
を
兼
ね
る
者
が
多
く
、
儒
医
と
呼
ば
れ
た
）
や
流
派

が
ふ
え
、
医
薬
書
の
出
版
も
さ
か
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
薬
物
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
も
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

江
戸
時
代
の
初
め
に
は
、
曲
直
瀬
道
三
の
流
れ
を
く
む
金
元
医
学
が
さ
か
ん
だ
っ
た
が
、
儒
学
に
お
け
る
古
学
派
の
台
頭
に
と
も
な
っ

て
、
漢
・
唐
な
ど
の
医
書
の
古
典
、
と
く
に
『
傷
寒
論
』
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
古
方
派
が
お
こ
っ
て
き
た
．
古
方
派
は
、
名
古
屋
玄
医

に
よ
っ
て
興
さ
れ
、
後
藤
良
山
を
経
て
一
八
世
紀
半
ば
香
川
修
庵
・
山
脇
東
洋
・
古
益
東
洞
ら
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
ま

で
の
権
威
を
認
め
ず
、
実
証
主
義
を
重
ん
じ
た
が
、
一
七
五
四
年
（
宝
暦
四
）
東
洋
が
京
都
で
日
本
最
初
の
人
体
解
剖
を
行
っ
て
『
蔵
志
』

を
著
わ
し
、
六
腕
説
の
誤
り
を
指
摘
し
た
の
は
、
そ
の
明
証
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
薬
学
の
面
で
も
、
元
禄
期
の
実
学
の
台
頭
を
契
機
に
薬
学
研
究
が
本
格
化
し
た
。
貝
原
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
を
著
わ
し
て
薬

物
の
学
問
と
し
て
の
本
草
学
の
基
を
開
き
、
つ
づ
い
て
稲
生
若
水
が
『
庶
物
類
纂
』
を
著
わ
し
て
本
草
学
を
大
成
し
た
。
幕
府
も
薬
草

の
栽
培
を
奨
励
し
、
自
ら
も
薬
園
を
経
営
し
た
が
、
将
軍
吉
宗
は
小
石
川
薬
園
を
整
備
拡
張
す
る
と
と
も
に
各
地
の
薬
草
調
査
に
あ
た
ら

せ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
近
世
の
本
草
学
は
、
薬
物
の
名
称
（
名
物
学
）
と
真
偽
の
鑑
別
（
弁
物
学
）
を
重
視
し
、
薬
物
の
生
産
や
製
造

第
二
章
大
和
売
薬
の
成
立
と
展
開

１
近
世
の
医
薬
と
大
和
の
売
薬
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（
製
薬
）
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
の
目
を
向
け
な
か
っ
た
。

他
方
、
前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
安
土
桃
山
時
代
に
ア
ル
メ
イ
ダ
ら
に
よ
っ
て
南
蛮
医
学
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
鎖
国
の
た
め
に
中
絶
、

そ
の
後
は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
わ
ず
か
に
こ
れ
を
理
解
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
七
七
一
年
（
明
和
八
）
、
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
ら

が
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
を
翻
訳
し
て
『
解
体
新
書
』
を
出
版
、
こ
れ
を
契
機
に
蘭
学
が
お
こ
り
、
西
洋
医
学
が
台
頭
し
た
。
一
八
二
三
年

（
文
政
六
）
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
と
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
が
来
日
、
長
崎
に
鳴
滝
塾
を
開
い
て
西
洋
医
学
を
指
導
し
、
蘭
方
医
も
ふ
え
て
き

た
。
こ
の
た
め
伝
統
的
な
漢
方
医
と
の
間
に
勢
力
争
い
が
お
こ
り
、
幕
府
は
い
ち
じ
医
官
が
蘭
方
を
用
い
る
こ
と
を
禁
止
し
た
り
し
た
。

し
か
し
、
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
）
以
降
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
接
種
法
が
実
効
を
ぷ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
蘭
方
の
優
位
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
幕
府
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
医
ポ
ン
ペ
を
長
崎
に
迎
え
て
医
学
伝
習
所
を
開
き
正
式
な
医
学
教
育

を
始
め
、
翌
年
蘭
方
医
伊
東
玄
朴
を
奥
医
師
に
採
用
、
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
に
は
西
洋
医
学
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
明
治
政
府
に
よ
る

発
達
れ
、
京
都
あ
た
り
で
は
、
寺
社
の
ほ
か
に
公
家
や
医
家
、
富
裕
な
商
工
業
者
の
中
に
も
製
薬
に
た
ず
さ
わ
る
者
が
あ

ら
わ
れ
た
。
「
洛
中
洛
外
図
」
に
も
薬
種
商
が
軒
を
並
べ
て
い
る
さ
ま
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
奈
良
に
も
い
ろ
い
ろ
の
合
薬
や
薬
屋
が
あ

ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『
多
聞
院
日
記
』
に
つ
い
て
前
章
で
ぷ
た
と
お
り
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
は
、
医
術
同
様
に
曲
直
瀬
道
三
の
調
薬
の
方
法
が
一
世
を
風
騨
し
た
と
い
わ
れ
る
が
緬
緬
識
塑
『
日
）
、
マ
ク
リ

・
セ
ン
ブ
リ
・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
な
ど
、
の
ち
に
薬
の
原
料
と
な
る
民
間
薬
も
用
い
ら
れ
、
や
が
て
現
代
の
家
庭
薬
の
も
と
に
な
る
薬
の

製
造
・
販
売
も
始
っ
た
。
一
六
四
五
年
（
正
保
二
）
刊
の
『
毛
吹
草
』
に
よ
れ
ば
、
諸
国
の
名
物
と
し
て
、
山
城
で
は
洛
中
の
龍
脳
丸
・
延

西
洋
医
学
の
採
用
を
準
備
し
た
。

売
薬
の
医
学
の
興
隆
に
と
も
な
い
、
薬
業
も
隆
昌
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
胎
動
は
す
で
に
室
町
時
代
末
に
み
ら
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《
齢
丹
・
蘇
香
園
ほ
か
十
一
種
と
善
峯
の
目
薬
・
山
科
の
金
屑
丸
、
大
和
で
は
西
大
寺
の
豊
心
丹
、
河
内
で
は
産
薬
、
荊
泉
で
は
返
読
丹
授

と
う
ら
ん
こ
う

津
で
は
道
修
谷
の
延
命
散
、
伊
賀
で
は
目
薬
、
伊
勢
で
は
神
仙
丸
、
相
模
で
は
透
頂
香
、
近
江
で
は
昆
元
丹
・
天
隈
の
膏
薬
、
紀
伊
で
は
待

乳
膏
薬
と
目
薬
な
ど
の
薬
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
相
模
の
透
頂
香
の
こ
と
は
『
鎌
倉
九
代
後
記
』
に
ゑ
え
、
す
で
に
北
条
氏
綱

う
い
ろ
う

（
転
融
一
）
の
こ
ろ
小
田
原
外
郎
と
し
て
往
来
の
人
々
に
も
迎
え
ら
れ
、
わ
が
国
売
薬
の
も
っ
と
も
古
い
例
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
露
舞
薬
）
。

》
て
α
鈍
惨
ト
ヌ
酔
肋
『
汰
下
藻
部
屋
一
・
〉
刈
』
ｕ
鮪
里
か
，
瓶
α
一
利
，
呼
磐
記
伍
偶
力
一
万
“
劃
広
幸
鯛
〈
両
謝
噌
患
川
〕
間
巨
腫
・
土
且
虻
Ｑ
訓
・
輯
勿
上
に
吋
糊
幸
男
・
佃
型
二
帽
・
討
刈
司
鳳

散
、
富
山
の
反
魂
丹
、
江
戸
の
実
母
散
、
近
江
の
万
病
感
応
丸
な
ど
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
霜
蘇
薬
）
、
近
江
梅
木
村
（
現
栗
東
町
）

の
和
中
散
に
つ
い
て
は
、
一
六
九
○
年
（
元
禄
三
）
長
崎
に
渡
来
し
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
医
師
ケ
ソ
ペ
ル
が
、
翌
年
の
江
戸
参
府

の
途
次
こ
れ
に
目
を
と
め
て
そ
の
詳
細
を
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
記
し
て
い
る
。
の
ち
に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
シ
ー
ポ
ル
ト
も
、

一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
再
渡
来
し
た
折
の
江
戸
参
府
の
と
き
こ
の
和
中
散
に
興
味
を
も
ち
、
神
勢
丸
・
蔓
草
・
万
金
丹
・
天
真
菅
な
ど
の

薬
も
購
入
し
た
と
い
う

な
お
、
洛
中
の
名
産
に
も
外
郎
透
頂
香
が
み
え
る
‐

他
方
、
大
阪
道
修
町
、
江
戸
の
本
町
な
ど
が
薬
種
の
問
屋
町
と
し
て
繁
昌
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
都
市
を
中
心
に
薬
屋
（
薬
商
）
も
現
れ

て
き
た
で
あ
ろ
う
。
奈
良
町
で
も
一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）
の
こ
ろ
、
三
軒
の
薬
屋
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
『
蜜
）
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
薬
屋
が
、
製
薬
や
薬
種
商
を
兼
ね
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
、
売
薬
業
が
本
格
的
に
展
開
す
る
の
は
享
保
期
（
一
些
一
恋
以
後
の
こ
と
で
、
富
山
の
売
薬
業
が
大
き
く
発
展
す
る
の
も
一
八

世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
『
日
本
薬
業
史
』
も
「
享
保
前
後
ヨ
リ
幕
末
二
至
ル
マ
デ
ハ
売
薬
発
育
ノ
時
期
ニ
シ
テ
、
此

期
二
於
テ
生
レ
タ
ル
売
薬
〈
維
新
以
後
二
至
ル
マ
デ
一
般
二
賞
用
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
甚
ダ
多
シ
」
と
し
て
、
京
都
・
大
阪
・
江
戸
の
ほ
か

（
輝
癖
函
塞
鴎
確
癖
韓
）
。
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を
称
す
る
薬
も
あ
ら
わ
れ
る
が
霧
鴎
薬
）
、
そ
の
使
用
は
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
。

大
和
の
『
毛
吹
草
』
に
も
特
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
大
和
で
は
早
く
か
ら
西
大
寺
の
豊
心
丹
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
（
後

売
薬
述
）
。
一
六
九
二
年
（
元
禄
五
）
三
月
の
東
大
寺
大
仏
の
開
眼
供
養
に
は
、
諸
国
か
ら
大
勢
の
人
が
集
り
、
奈
良
晒
（
麻

織
物
）
や
団
扇
な
ど
と
と
も
に
豊
心
丹
が
よ
く
売
れ
、
豊
心
丹
は
売
切
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
一
七
一
三
年
（
正
徳
三
）
刊
の
『
和
漢
三

一
七
三
五
年
（
享
保
二
○
）
の
「
大
和
国
細
見
絵
図
」
に
は
、
豊
心
丹
と
と
も
に
今
井
（
現
橿
原
市
）
の
保
童
円
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
翌

三
六
年
の
『
大
和
志
』
に
は
、
大
和
の
薬
と
し
て
豊
心
丹
の
ほ
か
、
添
下
郡
矢
田
村
（
現
大
和
郡
山
市
）
の
万
病
丸
、
蔦
下
部
大
屋
村

（
現
新
庄
町
）
慶
雲
寺
の
桑
山
丸
、
宇
智
郡
真
土
村
（
現
五
条
市
）
の
松
脂
膏
（
待
乳
膏
薬
）
が
染
え
る
。
ま
た
、
一
七
六
九
年
（
明
和
六
）
の

「
大
和
国
奈
良
井
国
中
寺
社
名
所
旧
跡
記
」
に
、
「
な
ら
の
め
い
ぶ
つ
」
と
し
て
、
具
足
・
晒
・
油
煙
墨
な
ど
と
並
ん
で
「
西
大
寺
ほ
う
し

ん
た
ん
、
三
秀
亭
の
し
ん
た
ん
ぐ
わ
ん
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
秀
亭
は
現
依
水
園
に
あ
っ
た
三
秀
亭
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
幕
末

一
八
四
八
年
（
嘉
永
元
）
の
「
大
和
国
細
見
図
」
所
載
の
「
国
中
名
産
略
記
」
に
は
「
豊
心
丹
西
大
寺
香
砂
丸
躍
軒
御
保
童
丸
顎
読
率
薬

織
物
）
や
団
扇
な
ど
と
と
も
に
豊
心
丹
が
よ
く
売
れ
、
豊
心
丹
は
売
切

才
図
会
』
に
も
、
大
和
国
土
産
と
し
て
豊
心
丹
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

げ
て
い
る
。
大
和
の

こ
う
し
た
薬
は
、

れ
る
も
の
も
あ
っ
た

山
城
・
水
戸
・
近
江
・
美
濃
・
金
沢
・
熊
本
・
紀
伊
・
信
濃
・
佐
賀
・
阿
波
・
下
野
・
尾
張
・
大
和
な
ど
、
各
地
の
有
名
薬
四
三
種
を
あ

げ
て
い
る
。
大
和
の
売
薬
と
し
て
は
、
米
田
の
三
光
丸
と
藤
井
の
陀
羅
尼
助
の
二
つ
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
薬
は
、
薬
屋
の
ほ
か
、
行
商
人
や
香
具
師
の
手
で
市
や
縁
日
で
も
売
ら
れ
、
富
山
や
大
和
の
売
薬
の
よ
う
に
家
庭
に
配
置
さ

種
陀
羅
尼
助
」
と
あ
る
。

西
洋
医
学
の
興
隆
に
と
も
な
っ
て
、
西
洋
の
薬
物
も
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
化
政
期
か
ら
は
一
‐
蘭
方
ウ
ル
ュ
ス
」
を
は
じ
め
蘭
方
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市
）
に
桜
井
家
の
順
栄
湯
・
止
痛
丸
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

『
大
和
売
薬
史
』
に
よ
れ
ば
、
西
国
七
番
札
所
岡
寺
の
門
前
の
「
く
す
り
や
旅
宿
」
で
瑠
璃
園
を
発
売
し
て
お
り
、
高
取
藩
主
が
参
勤

交
代
の
際
一
行
に
持
病
丸
を
携
行
さ
せ
、
他
藩
の
家
中
に
も
分
与
し
て
良
薬
の
評
判
を
得
た
と
あ
る
。
ま
た
、
宇
智
郡
上
野
村
（
現
五
条

も
旅
人
に
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
吉
野
郡
下
市
村
勇
下
市
町
）
の
中
嶋
寿
玄
方
の
毛
九
五
年
（
寛
政
七
）
家
伝
名
薬
塞
鰻
鴇
糾
薪
謬
溌
譲
）
に
よ
れ

ば
、
和
中
散
・
懐
気
丹
・
木
香
丸
・
枇
把
葉
湯
・
活
寿
丹
・
万
能
膏
・
奇
応
丸
・
五
香
湯
・
万
金
丹
・
淳
石
丸
・
銘
神
仙
丹
・
蘇
命
丹
・

金
紅
丹
・
龍
脳
丹
・
安
泰
湯
の
ほ
か
、
し
や
く
り
の
妙
薬
・
痩
コ
フ
ト
レ
ル
妙
薬
・
口
中
ふ
く
ミ
薬
・
チ
多
キ
妙
薬
・
子
ニ
コ
リ
ヵ
タ
マ

リ
妙
薬
・
宿
薬
・
ワ
キ
ガ
薬
・
腹
イ
タ
ム
ニ
大
妙
薬
・
イ
ン
キ
ン
ヵ
フ
レ
妙
薬
・
ア
ト
産
ヲ
リ
ヌ
大
妙
薬
・
魚
類
ア
テ
ラ
レ
タ
ル
大
妙
薬

（
砿
力
）

・
ヒ
ゼ
ン
ク
ス
ベ
薬
・
セ
キ
ノ
大
妙
薬
・
フ
ク
ヒ
ャ
ク
薬
．
は
や
く
す
り
・
口
中
ア
レ
薬
・
頭
痛
カ
タ
ッ
ヵ
ヘ
妙
薬
・
風
セ
キ
・
積
シ
カ

へ
薬
・
し
ゆ
の
つ
む
満
し
薬
・
乳
ノ
タ
ル
薬
又
出
ル
薬
・
万
ノ
目
薬
・
た
む
し
の
妙
薬
・
ひ
び
し
、
も
や
け
の
妙
薬
な
ど
の
処
方
が
書
き
と

こ
の
ほ
か
、
『
日
本
薬
業
史
』
が
あ
げ
る
蔦
上
郡
今
住
村
（
現
御
所
市
）
米
田
家
の
三
光
丸
や
中
嶋
家
の
蘇
命
散
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
長
谷
寺
へ
の
参
詣
や
伊
勢
ま
い
り
が
さ
か
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
街
道
筋
の
黒
崎
村
（
現
桜
井
市
）
の
元
祖
庄
八
郎
の
ケ
ゾ
ク
（
解
毒
丸
）

め
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
口
中
歯
磨
（
寒
水
石
・
白
樋
・
丁

板
字
各
壱
匁
、
右
等
分
粉
ニ
シ
テ
用
ゆ
れ
〈
妙
也
と
あ
る
）
や
屠
蘇
・
洗
い
粉

看津
や
「
匂
ひ
」
の
処
方
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
薬
の
す
べ
て
が
、
寿
玄
方

ま
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
看
板
薬
で
あ
る
安

泰
湯
（
「
さ
ん
ぜ
ん
さ
ん
ご
冷
血
の
道
諸
病
に
よ
し
」
）
を
は
じ
め
複
数
の
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薬
が
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
今
住
の
中
嶋
家
で
も
、
蘇
命
散
（
天
狗
そ
め
い
散
）
の
ほ
か
一
粒
千
金
丹
・
藤
本

目
薬
、
さ
ら
に
は
人
参
延
寿
丹
の
製
造
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
七
八
一
年
（
天
明
元
）
大
和
に
は
、
奈
良
で
一
三
人
、
在

方
で
九
八
人
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
大
和
の
各
地
で
は
、
名
の
知
れ
た
薬
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
薬
が
つ
く
ら
れ
て

陀
羅
助
と
習
俗
せ
し
な
ら
ん
、
大
和
当
麻
寺
其
外
に
も
此
陀
羅
助
あ
り

と
記
し
て
い
る
惑
蔵
輯
風
認
鍛
郵
違
。
高
野
山
の
陀
羅
尼
助
は
弘
法
大
師
の
創
製
と
伝
え
る
が
、
大
峰
の
も
の
は
役
行
者
（
役
小
角
）
が
創
始

し
た
と
伝
え
る
。
安
政
年
間
（
湿
篭
）
の
洞
川
村
（
現
天
川
村
）
の
明
細
帳
に
、

私
方
村
方
往
古
方
弘
メ
来
り
候
霊
薬
御
座
候
、
乍
恐
申
伝
ヘ
ノ
趣
、
神
変
大
菩
薩
（
役
行
き
御
神
伝
二
而
私
共
先
祖
ノ
後
鬼
江
御

授
ケ
被
下
候
処
、
辱
く
も
人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
天
平
十
七
年
始
メ
而
右
御
神
伝
ノ
霊
丹
を
陀
羅
尼
数
計
と
唱
候
御
勅
命
を
蒙
り
候

由
二
而
、
今
二
御
陀
羅
尼
助
と
称
へ
連
綿
と
諸
国
参
詣
入
江
弘
通
仕
り
来
り
候

と
あ
り
、
紀
州
藩
士
畔
田
伴
存
の
『
和
州
吉
野
郡
名
山
図
志
』
（
弘
化
四
年
）
に
も
「
此
地
二
而
陀
羅
助
と
て
黄
皮
を
濃
く
煎
し
、
膏
の
こ

と
く
な
し
竹
皮
に
の
へ
て
諸
方
に
出
て
売
る
（
中
略
）
此
薬
〈
往
古
役
行
者
百
草
を
取
煎
し
薬
と
な
し
世
を
渡
る
へ
し
と
後
鬼
之
者
銅
釧
教

い
た
も
の
と
承
ら
れ
る
。

へ
置
玉
ひ
し
薬
方
也
卜
云
」
と
設
え
る
。

大
和
の
名
薬
と
し
て
早
く
か
ら
世
に
知
ら
れ
、
広
く
世
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
陀
羅
尼
助
と
豊
心
丹
で
あ
っ
た
。

陀
羅
尼
助

『
紀
伊
続
風
土
記
』
は
高
野
山
の
産
物
と
し
て
陀
羅
尼
助
を
あ
げ
、

此
は
大
峰
の
陀
羅
助
と
て
諸
州
に
名
高
し
、
此
山
に
て
も
古
く
製
せ
り
、
具
名
は
陀
羅
尼
助
な
り
、
古
老
伝
に
此
薬
を
製
時
は
、
精

進
潔
斎
し
て
口
に
秘
密
陀
羅
尼
を
講
持
し
て
手
に
て
薬
品
を
加
持
す
、
よ
り
て
陀
羅
尼
の
不
思
議
力
を
も
て
他
を
助
る
故
に
中
略
し
て
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つ
い
一
走
り
」
と
ゑ
え
（
三
段
目
椎
の
木
の
段
）
、
一
七
五
一

陀
羅
尼
助
を
売
り
歩
く
次
の
よ
う
な
口
上
が
載
っ
て
い
る
。

薬
同
様
、
商
品
経
済
の
発
展
す
る
近
世
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
や
や
時
代
を
降
る
が
、
一
七
四
七
年
（
延
享
四
）
初
演
の
一
‐
義
経
千

本
桜
」
に
「
幸
い
此
村
（
下
市
）
の
寺
の
門
前
に
、
洞
呂
川
の
陀
羅
助
を
諸
売
人
が
ご
ざ
り
ま
す
れ
ば
、
お
供
の
前
髪
様
（
元
服
前
の
少
年
）

つ
い
一
走
り
」
と
ゑ
え
（
三
段
目
椎
の
木
の
段
）
、
一
七
五
一
年
（
宝
暦
元
）
の
「
役
行
者
大
峰
桜
」
の
第
四
に
、
陀
羅
助
と
い
う
男
が
薬
の

腹
の
上
に
て
三
日
三
夜
さ
の
や
り
く
り
で
。
こ
し
ら
え
た
て
た
る
名
方
。
胴
ハ
ャ
メ
先
第
一
の
調
合
に
は
（
中
略
）
以
上
合
し
て
と
ろ
り
だ

ら
り
と
煉
合
せ
た
る
は
嘘
の
八
百
薬
は
六
文
（
中
略
）
家
内
が
に
く
む
番
頭
の
顔
よ
り
に
が
い
薬
の
名
方
。
頭
痛
目
ま
い
立
く
ら
ゑ
上
気

た
ん
せ
き
。
小
児
の
虫
気
五
か
ん
か
た
か
い
奇
妙
に
フ
シ
な
お
る
と
地
だ
ら
助
が
我
名
を
す
ぐ
に
薬
の
名
。
竹
の
皮
と
箱
わ
り
が
け
在
灸

所
灸
を
フ
シ
売
り
歩
く

歌
奇
妙
な
名
方
（
す
ぐ
れ
た
薬
の
処
方
）
。
名
方
は
陀
羅
助
。
此
薬
と
申
す
は
。
唐
土
の
天
照
皇
太
神
。
我
朝
の
お
釈
迦
様
。
若
後
家
の

陀羅尼君板（当麻寺中之坊）

は
じ
め
陀
羅
尼
助
は
、
山
伏
た
ち
の
持
薬
・
施
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と

ゑ
ら
れ
る
が
、
売
薬
と
し
て
市
場
に
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
他
の
売

る
藤
井
の
陀
羅
尼
助
が
著
名
で
あ
っ
た
。

陀
羅
尼
助
は
、
修
験
の
山
伏
や
高
野
聖
な
ど
に
よ
っ
て
各
地
に
伝
え
ら
れ

る
が
（
所
に
よ
っ
て
は
煉
熊
・
百
草
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
、
大
和
で
は
洞
川
の
ほ

か
当
麻
寺
（
中
之
坊
）
や
吉
野
山
で
も
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
麻
寺

は
役
行
者
の
修
業
の
地
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
吉
野
山
の
陀
羅
尼
助
と

し
て
は
、
『
日
本
薬
業
史
』
が
近
世
後
期
の
代
表
的
な
売
薬
の
一
つ
に
あ
げ
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陀
羅
尼
助
に
つ
い
て
一
．
、
大
峰
御
夢
想
」
の
一
‐
根
元
ダ
ラ
ス
ヶ
薬
」
と
記
し
た
広
告
が
あ
り
、

し
よ
く
し
よ
う
は
ら
の
い
た
承
し
ゃ
く
つ
か
へ
は
ら
の
は
り
た
ん
せ
き
づ
つ
う
小
児
ど
か
ん
む
し
ね
つ
は
ら

の
い
た
象
ち
ち
を
あ
ま
し
夜
な
き
に
さ
ゆ
に
て
御
も
ち
ひ
に
が
き
を
き
ら
う
御
方
の
し
や
く
つ
か
へ
あ
る
い
は
病
な
う

し
て
い
た
む
所
へ
ゆ
に
て
と
き
付
る
や
象
目
突
目
か
す
み
た
だ
れ
い
た
む
に
は
水
に
て
と
き
付
て
よ
し

陀
羅
尼
助
の
請
売
人
（
小
売
商
）
や
薬
箱
を
背
負
っ
て
陀
羅
尼
助
を
売
り
歩
く
行
商
人
の
出
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
つ
い
で
な
が
ら

だ
ら
す
け
を
呑
む
よ
う
に
よ
む
無
心
状

近
世
後
期
に
な
る
と
、
陀
羅
尼
助
は
家
庭
薬
と
し
て
庶
民
の
生
活
に
と
け
こ
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

江
戸
の
文
人
大
田
南
畝
仁
志
ユ
三
）
が
洞
川
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
随
筆
集
『
一
話
一
言
』
亀
十
）
に

こ
こ
に
陀
羅
尼
輔
と
い
へ
る
薬
あ
り
、
そ
お
調
じ
ぬ
る
所
へ
い
た
り
承
る
に
、
黄
蕊
の
な
ま
な
ま
し
き
皮
を
煉
り
つ
め
た
る
も
の

也
、
大
峰
に
焚
け
む
香
の
煙
の
た
ま
れ
る
に
百
草
を
混
じ
へ
加
持
し
た
る
も
の
な
ど
い
へ
る
は
よ
し
も
な
き
こ
と
な
り

と
、
そ
の
効
能
を
並
べ
た
て
て
い
る
と
い
う
（
頚
撫
竣
雲
）
。

ま
た
、
川
柳
な
ど
に
も
陀
羅
尼
助
を
詠
ん
だ
句
を
散
見
す
る
（
露
癖
欝
哩
螺
醒
講
）
・

だ
ら
助
は
腹
よ
り
は
ま
ず
顔
に
き
き

と
書
き
残
し
て
い
る
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
洞
川
の
陀
羅
尼
助
屋
が
、
鐘
掛
ヶ
行
場
下
に
小
屋
を
建
て
て
出
店
を
だ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
吉
野
山
か
ら
洞
川
を
経

だ
ら
す
け
を
の
ん
で
静
は
蹟
を
さ
げ

花
を
見
し
土
産
に
苦
し
陀
羅
尼
輔
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山
上
詣
り
の
人
た
ち
は
、
た
い
て
い
講
社
を
つ
く
っ
て
お
り
、
毎
年
泊
る
宿
も
土
産
に
陀
羅
尼
助
を
買
う
店
も
決
ま
っ
て
い
た
‘
宿
屋

と
陀
羅
尼
助
屋
は
互
い
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
冬
場
に
陀
羅
尼
助
を
つ
く
る
宿
屋
も
多
か
っ
た
。
宿
屋
も
陀
羅
尼
助
屋
も
固
定
し
た
得
意

先
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
陀
羅
尼
助
屋
の
得
意
帳
は
、
宿
屋
の
客
帳
と
も
ど
も
一
種
の
財
産
と
象
な
さ
れ
、
質
入
れ
さ
れ
た
り
売
買
の
対

象
に
さ
れ
た
り
し
た
。
一
七
九
八
年
（
寛
政
一
○
）
洞
川
村
か
ら
、
同
じ
天
川
郷
の
中
越
村
や
吉
野
山
村
・
下
市
村
で
の
陀
羅
尼
助
の
製
造

る
小
屋
の
上
方
に
は
、
今
後
一
笈
小
屋

軒
の
陀
羅
尼
助
小
屋
が
あ
っ
た
と
い
う

な
い
で
山
上
詣
り
を
す
る
人
た
ち
を
目
当
て
に
、
陀
羅
尼
助
を
売
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
陀
羅
尼
助
小
屋
が
ふ
え
る
に
と
も
な
い
、

宝
暦
（
渥
埜
一
）
の
初
め
修
験
道
当
山
派
の
三
宝
院
の
先
達
が
こ
れ
を
取
払
う
よ
う
命
じ
た
た
め
、
洞
川
村
と
の
間
に
紛
議
が
お
こ
っ

た
。
洞
川
村
か
ら
渡
世
に
差
支
え
る
か
ら
と
陳
情
を
く
り
か
え
し
、
一
七
六
六
年
（
明
和
弓
に
い
た
っ
て
、
鐘
掛
ヶ
下
に
現
在
建
っ
て
い

る
小
屋
の
上
方
に
は
、
今
後
一
切
小
屋
掛
ケ
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
落
着
を
ゑ
た
。
一
○
数
年
後
の
天
明
年
間
（
柘
船
）
に
竺
云

』
昼
唾
一
『
》
垂
》
恒
醒
《
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
・
｜
｜
｜
｜
室
一
一
一
口
一

（
銅
函
恥
一
堀
）
◎陀羅尼助の広告

宿
屋
の
客
帳
と
も
ど
も
一
種
の
財
産
と
象
な
さ
れ
、
質
入
れ
さ
れ
た
り
売
買
の
対

村
か
ら
、
同
じ
天
川
郷
の
中
越
村
や
吉
野
山
村
・
下
市
村
で
の
陀
羅
尼
助
の
製
造

販
売
を
中
止
す
る
よ
う
願
出
た
り
し
て
い
る
が
、
当
麻
寺
の
中
之
坊
と
の
間
で

は
、
本
家
争
い
が
お
こ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
真
偽
の
程
は
定
か
で
な

い
が
、
双
方
相
譲
ら
ず
裁
判
沙
汰
に
な
り
、
大
岡
越
前
守
が
当
麻
寺
中
之
坊
の

は
陀
羅
尼
助
、
大
峰
の
は
陀
羅
助
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
決
着
を
つ
け
た
と
い
う

は
陀
羅
尼
一
助
、

伝
え
が
あ
る
。

陀
羅
尼
助
と
並
ん
で
名
薬
の
誉
が
高
か
っ
た
の
は
、
西
大

豊
心
丹
寺
の
豊
心
丹
で
あ
っ
た
。
豊
心
丹
は
、
一
二
四
二
年
（
仁

治
三
）
四
条
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
疫
病
退
散
の
祈
願
を
行
っ
た
西
大
寺
の
叡
尊
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を
調
合
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
原
料
に
し
て
寒
晒
粉
で
練
っ
て
丸
薬
に
し
た
の
で
あ
る
。
豊
心
丹
の
名
は
『
多
聞
院
日
記
』
の
一
五
八

九
年
（
天
正
一
七
）
十
月
晦
日
、
同
十
八
年
三
月
四
日
の
条
な
ど
に
ゑ
え
、
贈
答
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
い
で
『
舜

こ
こ
’
と

旧
記
』
一
六
一
二
年
（
慶
長
一
七
）
八
月
十
六
日
の
条
に
「
於
当
寺
豊
心
丹
調
合
丸
之
事
、
髪
許
衆
五
、
六
人
計
雇
也
」
、
一
六
一
九
年
（
元

和
五
）
十
一
月
廿
日
の
条
に
「
権
少
副
奥
州
下
向
二
付
、
紫
帯
一
筋
井
蘇
香
円
・
鳳
髄
丹
・
丁
子
丹
・
西
大
寺
薬
五
十
粒
遣
也
」
と
ゑ
え
、

『
本
光
国
師
日
記
』
一
六
一
四
年
（
慶
長
六
）
六
月
十
四
日
の
条
に
も
「
二
郎
兵
衛
へ
状
遣
ス
、
西
大
寺
豊
心
丹
二
包
遣
ス
」
と
あ
る
。

く
だ
り
ば
ら
し
ぶ
り
ば
ら
か
ぜ
け

近
世
の
早
い
時
期
か
ら
需
要
が
高
ま
っ
た
と
承
ら
れ
る
が
、
そ
の
効
能
と
し
て
痢
病
・
池
潟
・
渋
腹
・
風
気
を
は
じ
め
暑
気
あ
た
り
、

頭
痛
・
二
日
酔
・
心
気
の
疲
れ
・
吐
血
・
下
血
・
小
児
の
虫
そ
の
他
万
病
に
き
く
と
う
た
い
、
用
法
・
用
量
と
し
て
大
人
は
一
回
一
包
、

一
日
二
回
、
白
湯
を
用
い
て
飲
む
と
指
示
し
て
い
る
。
「
南
都
西
大
寺
豊
心
丹
趣
意
」
は
、
「
其
効
速
二
其
能
著
シ
キ
コ
ト
世
人
ノ
善
ク
知

ル
所
ニ
シ
テ
世
二
無
二
比
類
一
良
薬
也
」
と
自
賛
し
て
い
る
が
、
近
世
中
期
の
奈
良
の
文
人
村
井
古
道
も
「
良
薬
な
る
の
功
能
ハ
あ
ま
ね
く

知
る
所
な
れ
は
い
ふ
に
や
お
よ
ふ
」
盆
銅
蝉
診
と
た
た
え
て
い
る

豊
心
丹
は
、
『
大
和
名
所
図
会
』
に
「
坊
中
こ
と
こ
と
く
あ
り
」

に
院
名
も
記
し
て
発
売
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
大
寺
で
は
、
正
月
』

て
い
た
と
い
う
。
一
六
九
二
年
（
元
禄
五
）
の
大
仏
開
眼
供
養
の
節
、

が
、
満
願
の
夜
に
神
明
の
感
応
が
あ
っ
て
創
製
し
た
も
の
と
伝
え
る
が
、
異
説
も
多
い
。
一
五
七
八
年
（
天
正
六
）
の
『
金
痘
秘
伝
』
に

よ
る
と
、

び
ん
ろ
う
じ
か
っ
こ
う

浜
榔
子
一
分
柔
金
箔
五
十
枚
蕊
香
一
分
三
朱

ひ
に
つ

せ
ん
き
ゅ
う

人
参
一
系
白
檀
一
分
沈
香
一
分
三
朱
畢
溌
一
秀
樟
脳
三
朱
縮
砂
一
分
丁
字
一
葉
木
香
三
朱
川
言
一
茶
桔
梗
一
栗
購
香
一
栗
無
上
茶
一
両

め
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寺
中
の
各
子
院
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
図
の
よ
う

正
月
七
日
か
ら
十
四
日
ま
で
製
薬
呪
法
を
厳
修
し
、
禁
裏
と
幕
府
へ
献
上
し

の
節
、
大
仏
参
詣
の
帰
途
西
大
寺
愛
染
堂
に
立
寄
っ
て
豊
心
丹
を
買
求
め
る
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第2章大和売薬の成立と展開

一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
豊
心
丹
を
め
ぐ
っ
て
、
西
大
寺
の
竜
池
院
・
一
ノ
室
と
奈
良
の
薬
の
老
舗
菊
岡
家
と
の
間
に
争
論
が
お
こ
っ
て

い
る
。
西
大
寺
側
は
、
菊
岡
家
の
豊
心
丹
は
似
せ
薬
で
あ
る
と
し
て
そ
の
差
留
め
を
要
求
、
こ
れ
に
対
し
菊
岡
家
は
、
豊
心
丹
の
創
製
者

と
さ
れ
る
西
大
寺
の
叡
尊
は
も
と
も
と
当
菊
岡
家
の
出
で
、
こ
れ
に
由
来
す
る
製
薬
は
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
七
月
裁
判
が
あ
り
、

人
が
多
く
、
一
日
三
○
貫
文
の
も
う
け
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
売
切
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
人
気
の
程
が
察
せ
ら
れ
る
。

豊
心
丹
の
評
判
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
こ
れ
を
ま
ね
た
似
せ
薬
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
一
七
○
五
年
（
宝
永
二
）
西
大
寺

か
ら
奉
行
所
へ
、
似
せ
薬
が
横
行
す
る
と
名
声
が
落
ち
る
か
ら
、
き
び
し
く
取
締
ま
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
奈
良

奉
行
妻
木
彦
右
衛
門
か
ら
興
福
寺
・
東
大
寺
お
よ
び
町
方
に
対
し
、
所
右
で
似
せ
薬
を
調
合
し
て
「
西
大
寺
号
井
院
号
迄
も
似
せ
候
而
商

売
候
段
、
兼
灸
相
聞
江
不
届
之
仕
形
二
候
、
向
後
少
も
似
せ
薬
仕
間
敷
候
」
と
布
達
し
て
い
る
慮
餅
）
。
し
か
し
、
一
七
一
二
一
年
（
享
保

一
八
）
の
「
呉
服
名
物
類
纂
」
に
「
西
大
寺
か
ぎ
り
申
候
、
併
只
今
二
而
者
方
を
似
せ
多
ク
仕
候
而
も
う
れ
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
豊

心
丹
を
称
す
る
似
せ
薬
の
製
造
販
売
が
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

豊心丹包紙「南部名産文集」より）

菊
岡
家
の
豊
心
丹
は
古
く
か
ら
つ
く
っ
て
き
た
伝
来
の
も
の
故
差
留
め
は
で
き
な

い
、
た
だ
し
「
西
大
寺
豊
心
丹
菊
岡
」
の
商
標
は
こ
れ
を
禁
止
し
、
以
後
は
寺
号
を

除
き
「
伝
来
豊
心
丹
菊
岡
」
と
す
る
こ
と
で
落
着
を
ゑ
た
鋤
緬
電
。
こ
こ
に
菊
岡

家
の
豊
心
丹
は
、
奉
行
所
の
公
認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
菊
岡
家
で

は
他
国
へ
の
販
売
を
心
掛
け
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
あ
と
京
都
を
は
じ
め
阿
波
・
淡

路
へ
の
売
弘
め
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
翁
側
躍
泣
酸
。

な
お
、
奈
良
の
伝
香
寺
で
も
豊
心
丹
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
た
ら
し
く
、
豊
心
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し
て
お
り
、
一
七
三
六
年
（
享
保
二
一

参
・
大
黄
な
ど
を
産
出
す
る
と
あ
る
。

売
薬
業
の
興
隆
に
と
も
な
っ
て
、
薬
草
の
栽
培
も
し
だ
い
に
さ
か
ん
に
な
る
が
、
大
和
で
は
、
幕
府
の
採
薬
使
植
村
左
平
次
の
採
薬
調

査
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
森
野
・
下
市
両
薬
園
の
開
設
が
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
。

実
学
を
奨
励
し
た
将
軍
吉
宗
は
、
薬
草
に
も
強
い
関
心
を
も
ち
、
小
石
川
薬
園
を
拡
張
整
備
す
る
と
と
も
に
各
地
に
採
薬
使
を
派
遣
し

て
薬
草
の
調
査
と
採
集
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
採
薬
使
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
が
植
村
左
平
次
政
勝
で
あ
っ
た
。
左
平

次
は
一
七
二
○
年
（
享
保
五
）
か
ら
三
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
八
六
回
も
各
地
を
踏
査
し
た
と
い
わ
れ
る
。
大
和
へ
は
、
一
七
二
六
年
と

二
七
年
に
も
足
を
ふ
ゑ
入
れ
て
い
た
が
、
一
七
二
九
年
（
享
保
一
四
）
「
伊
賀
伊
勢
紀
伊
大
和
山
城
河
内
六
ヶ
国
御
用
」
と
し
て
大
和
を
中
心

丹
の
由
来
や
効
能
を
記
し
た
版
木
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
褒
鵠
副
）
・
そ
の
由
来
に
よ
れ
ば
伝
香
寺
の
豊
心
丹
は
、
後
奈
良
帝
の
一
五
一

九
年
（
享
禄
二
）
管
領
畠
山
義
忠
の
求
め
に
応
じ
明
か
ら
郡
舜
功
が
来
朝
し
て
豊
心
丹
の
薬
方
を
伝
承
、
こ
れ
が
義
忠
と
親
し
か
っ
た
筒

井
順
昭
に
伝
え
ら
れ
て
筒
井
家
の
「
家
方
」
と
な
り
、
「
代
を
是
を
衆
民
に
」
施
与
し
て
き
た
が
、
順
慶
が
母
の
本
願
に
よ
っ
て
伝
香
寺

を
再
興
し
た
際
、
こ
の
豊
心
丹
の
薬
法
が
同
寺
に
授
け
ら
れ
、
「
代
を
調
合
い
た
し
衆
人
に
得
さ
し
む
る
者
也
」
と
あ
る
。

植
村
政
勝
大
和
と
り
わ
け
吉
野
・
宇
陀
地
方
は
、
古
く
か
ら
薬
草
に
恵
ま
れ
た
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
一
七
三
一
年

の
採
薬
行
（
正
徳
三
）
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
大
和
の
土
産
を
並
べ
た
あ
と
「
此
外
薬
草
多
、
出
二
於
金
剛
山
一
者
良
」
と
記

し
て
お
り
、
一
七
三
六
年
（
享
保
一
二
）
の
『
大
和
志
』
に
は
、
宇
陀
・
高
市
・
宇
智
・
吉
野
な
ど
南
大
和
の
諸
郡
で
地
黄
・
当
帰
・
人

２
薬
種
生
産
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